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研究成果の概要（和文）：腰Mliなシステム構成を持つ鯉,1,/,の1]9発においては、構成部『'１'1や技術が
ｲ|]互に依存しあい、部[}h-F渉や開発作業の手戻りがしばしば発化する。本研究では、没ｉｉｉ柵造
行列(DSU)により部品間のｲⅡLL依存や開発作業の相互関係を網羅的に記述する手||頂を定式化し、
開発製品のアーキテクチャを１１I視化したうえで、部,ＡＭｌＩ１の杣左依存関係を最小化したり、開発
プロセスを整流化する手法の開発に取り組んだ。

li)｢究成果の概要（英文）：lnteractiollsam()ngsubsysIcmsaIldcomponentsofcomplexpro〔1uc[s
likeau[omotiveso1Iencausepllysicａｌａｎ〔I/Ornlnclionalinlerfcrencesa､〔Iroworl（ｏｆ
〔lcvel(〕pmen［［asks，wlliclllc(ldloincrcaseincos[ｓａｎ(llongcrdevelopmentlea(l-Iimo，T11is
sIudy「ormulatc〔Ial)『〔〕Ce〔[Ⅱｒｅｌｏａｐｌ〕lyI1IedesigI]ｓ[ruclurcmalrix（DSM）Iodescribodesign
sI｢IlcluIreofapro〔IucIa]ld/orprocessof（10vol(〕I〕ⅢoⅡ［｜ask，ｓｏ［halvisUalizc［I1e
arcllitcctlIreo［Ｉｈｃｌ〕T()dUcl［obedevelopod，Ｔ１１ｅｓ[Ⅱ〔lyrevealedatenlalivomcll】odlo
IuinimizeunfavoTablGin1Crac［ionsamongslIbsysIemsand［ostreamlineIhcdcvG1opment
ｐｒｏｃｅｓｓ．
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界にｵ〕いて進められてきたが、’1本'１１内にお
いてはまだまとまった研究は少ない状況で
あった。

また，｜F1内外において製品アーキテクチャ
論による技術経営や経営戦略の研究が進め
られてきたが、製品アーキテクチャを正確に
記ｊｌＩｔする分析手法の開発も求められていた。

Ｌ研究開始当初の11刑;上
現代の製品開発マネジメントは、技術面、

組織1m開発プロセス１ｍにおいてまずます蝋
大する複雑性にいかに対応するかが大きな
課題となっている。この複雑性を体系的に記
述し、複雑性をマネジメントするツールとし
て設計構造行列（DSM）が注目を集めつつあ
る。

ＤＳＭの研究は、欧米諾[鼠1の学界および実務

直接経費 ｌｌＩｌ接総費 合計

2008年度 600.000 180000 780,000

2009年度 50ｕＯＯ(） 150.000 650,000

2010ｲﾄﾞ度 5()()1０００ 150.000 650000

ｲi二度

作ｌ響

総言Ｉ 1.600.000 480000 ２０８０，０００



(2)研究分Ｉｕｆｆ

なし（

研究者番}）１

２．研究の目的

そこで本鬮研究では以下の３点を主な`研究目
的とした。

（１）DSM測定の〃法論およびDSM作成ガイド
ラインの確立
（２）ＤＳＭによる多螂牒な製品の製1V,アーキテク

チャの測定
（３）DSMをｌ１１いた分析（Clustering、
PaTliliOningなど）の方法論上の課題の克服

）

(3)連携研究背

なし（

研究者番号１

１
Ｊ

３．．研究の方法

（１）ＤＳｌｌ測定のか法論やＤＳＭ作成ガイドライ
ンについては、先行Ⅷ研究の精査を通じて取り

組んだ。
（２）次に、自動【|f部品メーカーの技術開発
}u当音の協力のもと、

①DSM測定手法および分析手''１;iの妥当性の検
証、

②実際の開発部ＩＭＩについてmlsの作成
③作成したDNSの実証分析（クラスタリング
分析）
を行った。

1．研究成果

日勤卓部品（コックピットモジュール：
CpM）を対象とした実証分析の結采、ＣＰＭの内
部をさらにいくつかのサブモジュールにク
ラスタリングできるIIJ能性を,T〈せた。しかし】
新たにクラスタリングして得られた設計椛
造が元々の設計ｲﾙ造よりも優れているのか、
どの程度優れているのかを検証する方法論
の確立が今後の課題として残された。
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